
■インターンシップ講習生（Ⅱ期：H24.8.20～8.31）のつぶやき 

 

講習生の横顔 講習生の紹介 実習内容と感想 今後の抱負 

 

・氏名 匿名希望 

 

・大学 北里大学 

    獣医学部 

    生物環境科学科 

    ３年 

 

・ミズネコノオの生態調査、標本作製、GIS 

・調査結果等の入力に時間がかかってしまった。 

・使い慣れていないパソコン作業がとても大変

でスムーズに進まなかった。 

 発表するのにまだ慣れていなかったはいえ、

自分達が伝えたかったことを十分に伝えきれな

かったこと、発表するにあたって考えの行き届

かなかった所、調査不足などを感じた。今回の

実習で学んだことを、卒論の取りまとめや社会

人になって役立てたいと思う。 

 

・氏名 安齋愛美 

 

・大学 明治大学 

    農学部 

    農学科 

    ３年 

 

・ミズネコノオの生態調査、標本作製、GIS 

・野外での調査はとてもあつく体力的にもしん

どかったが、自分自身で調査を行う上での苦労

を実感できた。 

・標本の利用目的など、これまで考えもしなか

ったことを考えることができた。 

・GIS を使用したのは初めてだったため慣れな

い作業に手こずってしまった。 

 ２週間あっという間にすぎてしまった。今回

学んだことを卒業論文を含め活かしていきた

い。研究のお話も聞けて、自分の将来をしっか

り考えたいと思った。今回の経験を学校に戻っ

て人に伝えられるよう努めたい。そして、この

経験をもとに、東京に帰ってからも成長しつづ

けたい。 

 

・氏名 村上広行 

 

・大学 弘前大学 

    農学生命科学部 

    地域環境工学科 

    ３年 

 

・締め固め試験、透水試験、土中の物理探査 

・物理探査では、私たちが普段の学校では実施

できないことを経験させてもらん、電磁波や電

位で地中の様子を知るという高度な技術に驚か

された。 

 大変貴重な体験をした。この 2 週間は長いよ

うで意外に短く感じ、とても充実し、かつ勉強

になった。 

 

・氏名 島野光隆 

 

・大学 明治大学 

    農学部 

    ３年 

 

 

・締め固め試験、透水試験、土中の物理探査 

・物理探査では、地中の振動を感知するセンサ

ーはゆっくり歩いても敏感に反応するのが面白

かった。 

・ダムなどが壊れにくくするためには締め固め

ることが重要であることがよく分かった。締め

固めが重要だと気づいたのが歴史的に見て最近

ということを聞いて意外だった。 

 インターシップを通して研究者の方々が普段

どのような作業を行っているかが分かりまし

た。また、将来研究職に就くこともあるかもし

れないのでとても参考になりました。今回の実

習で仕事というものを経験し、自分の将来につ

いて考える良い機会になりました。 



 

・氏名 勝田洋平 

 

・大学 明治大学 

    農学部 

    ３年 

 

 

・締め固め試験、透水試験、土中の物理探査 

・締固め試験では、最終的に締固め曲線を作成

した。大学では曖昧に理解していたところだっ

たので、とても勉強になった。また、大学では

使用することができないような器具を使用する

ことができた。透水試験では、ベントナイトの

透水係数を最終的に算出し、大学よりも本格的

な試験ができた。  

 今回のインターンシップで、これからの人生

に生かせていけるようなことを多々発見するこ

とができた。これから就職活動が始まっていく

中で、このような研究職に就くことも選択肢の

ひとつに考えるきっかけにもなった。                     

 

・氏名 名倉有香 

 

・大学 三重大学 

    生物資源学部 

    共生環境学科 

    ３年 

 

・締め固め試験、透水試験、土中の物理探査 

・物理探査は、普段見慣れない実験器具を扱っ

た。土を乱すことなく地中を調べる技術は、人

間で言うMRIのようであると思った。 

・日差しの強い中での実験は大変過酷であり、

フィールド作業の手際の良さの重要性を痛感し

た。 

 この 2週間のインターンシップにおいて、自

分の未熟さを痛感する機会に何度も直面した。

勉強不足や経験不足だけではなく、人とのコミ

ュニケーションのとり方など、人間的にまだま

だ成長しなければならないと思った。今回お世

話になった方々に感謝の気持ちを伝えると共

に、自身が成長する事で恩返しをしたい。 

 

・氏名 石戸 俊 

 

・大学 宇都宮大学 

    農学部 

    農業環境工学科 

    ３年 

 

・魚類の捕獲、標識づけ、遡上調査 

・カエルの行動分析、DNAの抽出、ドジョウの

測定 

・生態系保全のために手を加えすぎると、場合

によってはよくないことも知ることができた。 

・注射器の扱いに慣れておらず、魚に標識を付

ける時に、始めのうちはとても苦戦した。 

 今回、10日間という短い期間でしたが、大学

では経験したことのない貴重な体験をさせてい

ただき、とても勉強になりました。研究者の方々

と話すことができ多くの学ぶことがありまし

た。また、学んだことを活かし、将来に役立て

ていきたいです。 

 

 

・氏名 門脇勇樹 

 

・大学 岡山大学 

    環境理工学部 

    環境管理工学科 

    ３年 

 

・魚類の捕獲、標識づけ、遡上調査 

・カエルの行動分析、DNAの抽出、 

・魚道調査をしてみると、炎天下の野外での作

業が多く、体力的にしんどいと思うこともあり、

生き物相手の調査は大変だと感じた。しかし、

自分たちが標識づけした個体が再捕獲され、魚

道の利用が実証できたときには大きな達成感を

味わうことが出来た。 

 今回のインターンシップは長いようで短く、

もともと生物保全に興味を持っていた私にとっ

て、学ぶこと、感じる機会をたくさん与えてく

れるものであり、今後必ず何かに活かすことの

できる経験となったように思う。さらに、お世

話になった研究所の方々、インターンシップで

出会い、一緒にこの期間を過ごした友達との交

流もとても大切な思い出と経験になった。 



 

・氏名 真田妹佳 

 

・大学 東京農工大学 

    農学部 

    地域生態ｼｽﾃﾑ学科 

    ３年 

 

・ラドン吸収フィルムによる地下水ラドン濃度

測定 

・データをまとめていく大変さを感じるととも

に、妥当な結論を導くためには相当多くのデー

タが必要であることを知った。そのデータを集

めるためには、日々の地道な努力が必要不可欠

であり、本当の研究の姿を垣間見ることができ

たと思う。 

 無事インターンシップを修了することがで

き、密度の濃い２週間を過ごせて大変満足して

いる。この２週間の間で得られたさまざまなこ

とを、これからの学校生活・研究などで活かし

ていければ幸いに思う。 

 

○農村工学研究所は、皆さんが社会に巣立ってからもお付き合いしたいと願っています。 

 

 

 

 


